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3
日
　
憲
法
記
念
日

4
日
　
町
議
当
選
証
書
交
付
式

5
日
　
こ
ど
も
の
日

7
日
－
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
　
　
公
示

16

日
　
第
三
回
臨
時
町
議
会
招

　
　
　
集

η
日
　
　
国
民
体
育
一
ア
ー

22

日
　
参
議
選
立
会
演
説
会

　
※

月
間
、
週
　
間

月
間
　
青
少
年
保
護
育
成
運
動

　
　
　
農
薬
危
害
防
止
運
動

週
間

　
児
童
福
祉
週
間
（
4
日

　
　
　
か
ら
1
0
日
ま
で
）

　
　
　
愛
鳥
週
間
（
1
0
日
か
ら

　
　
　
16

日
ま
で
）

　
　
　
　
　
も
サ
ゆ
や
　

6
月
2
日
参
議
院
議
員
通
常

1210874
日日日日日

　
　
選
挙
投
票
日

虫
歯
予
防
デ
ー

計
量
記
念
日

花
の
日

時
の
記
念
日

入

梅
　
1
5
日
　
父
の
日

　　発行所
鹿児｛δ県大根占町役場

㌔置話プく根｜上］1番　69」｝

　　発行人
遊　喜　半次郎
　　印刷所
　　大根占町
劉三開商s・rl・刷・匡

電話70番
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参
議
院
議
員
通
常
禽
一
挙

投
票

日
は
六
月
二
日

　
　

国
会
は
、
　
目
ご
と
に
議
員
の
半
数
を
改
選

　

衆
議
院
、
参
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

°

議

院
、
の
両
　
こ
の
選
挙
の
こ
と
を
、
参
議

　
議
院

で

も
つ
院
議
員
の
通
常
選
挙
と
い
い
ま

一

て

構
成

さ
れ
す
。

　

て

い

ま
す
。
　
　
こ
と
し
は
’
五
月
七
日
に
選

　
　
任
期
四
年
挙
の
公
示
が
さ
れ
、
六
月
二
日

　
が
満
了
し
た
一
に
は
、
参
議
院
議
員
の
通
常
選

　
と
き

　
は
解

散
の
互

写

　
　

，
ま
た
一
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

参
議
院
選
挙
は
、
全
国
区
と

つ
た

と
き
に
一
地
方
区
と
の
、
二
通
り
の
選
挙

、

衆
議
院
議
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
行
わ

員
の
総
員
を
一
れ
ま
す
。

改

選
す

る
選

　
　
　
　
　
　
全

国
区
て
立
候
補
し
た
候
補

挙

を
’
衆
議
者
の
中
か
ら
一
人
を
え
ら
ん
で

院
議
員
の
総
一
投
票
す
る
と
同
時
に
、
地
方
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
区
と
地
界
の
大
多
数
の
国
は
、

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

参
議
院
議
員
方
区
と
の
二
票
を
投
じ
る
訳
で
院
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、

露
暮
す
ギ
全
国
区
竃
の
違
鷲
ピ
護
議
⑰
誌

選

挙
と
い
上
の
候
補
者
を
も
一
人
を
え
ら
ん

ま
す
。
こ
れ
で
、
投
票
し
ま
す
。
わ
た
し
た

に
対
し
て
’
　
1
ち
、
選
挙
人
は
’

選

出
の
議
員
の
定
員
は
一
五
〇

人

と
な
つ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

地

方
区
の
選
挙
で
は
’
都
道
府

県
を
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
区
と
し
定

員
を
割
り
あ
て
て
い
ま
す
。
多

い

と
こ
ろ
で
八
人
、
次
に
六
人

、

四

人
い
ち
ば
ん
少
な
い
県
で

二
人
で
す
。
　
（
鹿
児
島
県
は
定

員
四
人
）

　
き
た
る
六
月
二
日
の
通
常
選

挙
で
は
参
議
員
総
数
の
二
五
〇

人
の

半
数
つ
つ
、
つ
ま
り
全
国

区
で
五
〇
人
、
地
方
区
で
七
五

人
、
計
一
二
五
人
改
選
す
る
こ

と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
議
会
の
両
院
制

は
，
先
ず
イ
ギ
リ
ス
か
ら
発
達

し
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
二

す

が
、
三
年
［
の
定
員
は
1
O
O
人
、
地
方
区
の
多
数
決
で
軽
卒
に
、
ま
た
は 故

意
に
不
当
の
議
決
を
し
よ
う

と
す
る
ば
あ
い
に
、
他
の
i
院

が

こ
れ
を
お
さ
え
よ
う
と
い
う

鷲
れ
ぱ
曇
鷲

り
、
こ
の
大
き
な
期
待
が
万
事

も
の
で
す
。
選
挙
制
度
や
多
数
一
成
功
し
た
と
は
い
え
な
い
と
い

舗
誘
散
麟
嬬
設
鴬
璃
諸
巽
紅
霞
謀

ら
’
我
が
国
の
国
会
で
も
こ
の
［
そ
の
も
の
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ

両
院
制
（
衆
議
院
と
参
議
院
）

を

採
用
し
て
い
ま
す
。

　
参
議
院
議
員
と
し
て

　
望

ま
し
い
条
件

　
衆
議
院
が
国
民
の
数
的
代
表

で

あ
り
個
人
代
表
て
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
参
議
院
は
国
民
の

質
的
代
表
で
あ
り
、
職
能
関
係

の

代
表
て
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ

れ
で

は
、
わ
た
し
た
ち
が

え
ら
ぶ
参
議
院
議
員
に
は
、
ど
一

の

よ
う
な
人
物
が
望
ま
し
い
で

し
よ
う
か
。
そ
れ
は
民
間
の
職

能
ま
た
は
団
体
を
代
表
す
る
人

や
、
専
門
的
な
知
識
経
験
者
を

で
き
る
だ
け
多
く
え
ら
ぶ
こ
と

て

し
ょ
う
。
と
く
に
参
議
院
の

全
国
区
選
出
制
度
は
、
こ
の
制

度
に
よ
つ
て
全
国
的
に
も
著
名
一

な
、
公
正
て
り
つ
ぽ
な
、
す
ぐ
一

れ
た
人
材
が
多
く
出
て
v
る
で
一
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川
辺
盛
康

議
会
は
、
π
月
↓
六
日
招
集
さ
蔀
巾
司
画
審
ぬ
く
萎
U

一
れ
、
訪
長
以
下
の
新
し
い
人
鋲
一
黒
瀬
健
郎
　
大
山
治
占

一、

議

肋
、
常
任
委
ほ
の
割
り
振
　
長
岡
正
↓

り
な
と
を
決
め
、
新
発
足
し
ま
さ
∵
識
　
事
　
鮎
　
果

’

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
識
案
3
0
ロ
ゲ

1

議
長

に
本
釜
氏
再
任

　
　
　
　
改
選
後
初
の
町
議
会
開
く

警
後
初
の
昂
三
回
臨
鍵
監
査
委
一
貢

　

新
議

会

の

陣
容

一

議
長

　
本
釜
　
清

副
議
長
　
諏
訪
原
　
森
助

　

常
任
委
1
／
会
（
◎
）
は
委
貝
長

数
字
は
議
席
番
号
）

総
務
委
員
会
　
◎
9
原
田
速
雄

　一

7
川
辺
盛
康
　
1
3
半
ケ
石
三
夫

i
1
本
釜
　
沽
　
1
4
山
石
下
　
栄
造

一

18

中
村
三
．
男
士
1
9
桑
原
盛
次
郎

　一
経
済
委
員
会
　
◎
1
6
宮
園
直
矢

　悪
加
纏
助
脇
響
遮

5
瀬
戸
藤
吉

聯
．
設
委
3
会

2
黒
潮
健
郎

6
落
河
　
昭

12

長
岡
正
一

◎

4
大
山
冶
吉

3
川
崎
忠
男

8
垣
内
秀
雄

15

前
迫
文
哉

11
臨
叶
出
納
怜
査
立
会
入

一

　

瀬
戸
藤
古
　
岩
下
栄
造

　
　
　
　
　
立
人
の
山
り
決
処
分

に

つ
い
て

　
　
h
原
案
可
決

議
案
31

　
m
万
町
税
条
例
の
一
部

改
正

に

つ
い
て

　
　
原
案
可
決

◎

固
定
資
産
税
の
免
税
点
を
引

き
あ
げ
た
。
　
（
　
）
は
今
ま
で

の
額

　

土
地

二
万
円
（
一
万
円
）

　

家
屋
三
万
円
（
一
万
円
）

　

償
却
資
産
十
万
万
円

　
　
　
　
　
　
（
十
万
円
）

議
案
32

号
　
立
木
の
処
分
に
つ

い
て

　
　
原
案
可
決

滅
足
3
3
号
　
立
木
の
処
分
に
つ

い

て

　
　
原
案
可
決

一

◎
橋
梁

工
市
用
の
特
殊
材
を
特

売

し
よ
う
と
す
る
も
の

議
案

3
4
：
7
7
　
県
信
川
保
証
協
会

1
と
の
問
に
損
失
補
償
契
約
を
締

｝結
す
る
件
　
－
原
案
可
決

※
県
知
事
選
挙
結
果

◎
当
日
の
有
権
者
数

　

男
　
三
六
〇
五

　

女
　
四
二
四
一

　

計
　
七
八
四
六

l◎
投
票
者
数

　is
　
1
1
1
1
l
i
O
　
1
　
　
女
一
二
H
ハ
o
二

計
山
ハ
九
〇
一
二

◎
投
票
率

男
九
l
六
％
　
女
八
四
・
九
％

計
八
八
・
○
％

◎
開
票
紀
果

寺
園
勝
志
（
無
）
　
五
九
四
〇
票

仮
屋
ま
さ
か
（
．
t
l
t
－
－
I
N
）
　
六
四
八
票

　
　
　
無
効
投
票
　
三
一
四
票

◎
県
下
総
得
票
数

当
選
　
寺
園
勝
志

　
　
　
　
七

四

八
、
九
二
四
票

　
あ
　
　
ア
　
　
ま
さ
か

　
投
票
率

　
　
　
男

　
　
　
女

　
　
　
計

◎
開
票
結
果

柴
立
芳文
（
r
e
．
＿
）

岩
松
親
義
（
＿
．
＿
）

重
　
降
男
（
無
w

福
一
兀
祐
士
口
（
・
n
） 九

一
・
五
％

八
四
・
五
％

八
七
・
九
％

四

二
八
〇
票
一

＝
八
四
票

　
八
八
四
票

　
一
五
二
票

下
小
野
田
耕
夫
（
無
）

な
批
判
も
あ
る
よ
う
で
す
。
　
・

　

し
か
し
’
参
議
院
は
衆
議
院

と
違
い
、
議
員
の
任
期
も
長
く

、

解
散
と
い
う
こ
と
も
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
孟
票
一

池
田
正
義
（
白
）
　
　
七
五
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
＝
エ
ハ
1
二
四
．

　
　
　
無
効
投
祭
　
一
九
五
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計

七

九
一
三

◎
肝
属
郡
区
総
得
票
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
投

M
者
数

当
選
柴
立
芳
文
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
一
二
一
四
」
ハ
五

　
　
　
　
　
　
＝
二
二
七
七
助
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
三
九
七
九

“
　
下
小
野
田
耕
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
七
四
四
四

　
　
　
　
　
　
i
　
o
　
1
　
－
i
，
］
g
ハ
喧
爪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
選
挙
の
結
果

〃
　
福
元
祐
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
落
　
氏
名

　
　
　
　
　

　
1
O
O
七
七
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
前
元
別

〃

　
軍
　
隆
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
選

　
　
　
　
　
　
　
七
九
八
七
票

次
点
　
岩
松
親
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
七
三
八
〇
票

　
　
　
池
田
正
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
原
田
速
雄

　
　
　
　
　
　
　
六
四
七
四
票

※
町
議
会
議
員
　
　
”
　
宮
園
直
矢

　

選
挙
結
果

◎
当
日
の
有
権
者
数
　
　
　
　
〃

最
高
の
国
家
機
関
で
あ
る
国
会

玩罐
鯖
籠
賠
顯
縫

重
に
や

つ
て

い

こ
う
と
す
る
新

一憲
法
の
精
神
に
そ
つ
て
設
け
ら

れ
た

も
の
で
す
か
ら
．
わ
た
し

た
ち

に
は
政
党
、
会
派
、
無
所

属
を
間
わ
ず
、
要
す
る
に
良
識

の

高
い
す
ぐ
れ
た
人
物
を
一
人

て

も
多
く
え
ら
ぶ
こ
と
が
望
ま

れ
て

い
ま
す
。

女
四
一
L
九

4竺㌍
〇九　率
七九
％°／e

〃

LLi
，Kg“
×
“
，
〃〃

　
　
　
年
令
　
党
派
　
〃

　
　
　
得
票
数
の
順

桑
原
盛

次
郎
6
6
　
無
前
〃

　
　
　
　

　
四
l
七
票

本
釜

　
清
　
5
8
　
無
前
〃

　
　
　
　
　
三
三
二
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

半
下
石
三
夫
5
3
　　三52三45
　　八　〇

無四無九無
前票前票前

〃1ク

〔当選讃書交付式後勢揃いした新町議会議員〕

三
ゴ
隆
δ
完
成
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜

び
の
笹
原
部
落

笹
原
部
落
で
は
五
ヶ
年
越
し
一
万
’
町
費
二
十
万
、
地
元
五
十

の
林
道

工
事

の
完
工
、
そ
れ
に
一
万
）
で
三
三
一
メ
ー
ト
ル
の
改

上

水
道
、
水
路
改
修
工
事
の
完

成
、
農
村
電
話
の
設
置
な
ど
の

喜
び
が
重
な
り
、
五
月
六
日
町

内
外
各
界
の
来
賓
を
招
い
て
、

綜
合
落
成
祝
賀
会
を
催
し
た
。

　
林
道
は
延

長
一
九
九
1
メ
ー

ト
ル
、
工
事
費
四
百
四
十
万
円

昭
和

二
十
九
年

（
直
営
）
三
十

年

（
福
永
組
）
三
十
一
年
か
ら

三
十
三
年

ま
で
（
益
田
組
）
の

手
で
施

工

し
た
も
の
’
H
事
費

の

う
ち
県
百
三
十
六
万
円
、
町

百
六
十
三
万
年
の
ほ
か
、
地
元

修
を
行
つ
た
も
の

　
農
村
公
衆
電
話

は
笹
原
の

ほ

か
、
半
下
石
、
皆
倉
、
鳥
浜
に

設
け

ら
れ
関
係
住
民
の
非
常
な

利
便
と
な
つ
て
い
ま
す
。

　
前

田
郁
男
氏

　
　
　

医
学
博
士
に

　
町
出
身
代
議
士
前
田
郁
氏
の

長

男
郁
男
さ
ん
（
3
1
才
東
京
医

科
大
学
出
身
）
は
こ
の
ほ
ど
医

学
博
士
の
学
位
を

得

ら
れ
ま
し

た
。
な
お
、
次
男
郁
造
さ
ん
は

で

百
四

十
一
万
円
を
負
担
し
た
一
す
で
に
1
昨
年
学
位
を
得
て
お

・
の
林
摸
池
田
校
区
と
旦
ら
れ
ま
す
。

代
を
結
ぶ
最
短
路
線
で
、
周
辺
◎
役
場
の
人
事

勧昧鑓
麟請
鰭
語
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り

利

用
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
一
　
　
　
　
川
越
　
一
夫

て

い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
雇
に
任
用
　
命
税
務
課
勤
務

水
路
と
水
道
は
、
昨
年
の
か
ん
　
　
　
　
　
　
石
川
　
藤
助

ば

つ
の

苦
い
体
験
か
ら
新
設
、
二
芝
任
用
命
土
木
課
霧

改

修
を
行
つ
た
も
の
で
、
水
路
一
　
　
　
　
　
前
村
　
勝
子

の

工
事
費
百
万
円
（
県
費
三
十
一
雇
に
任
用
　
命
土
木
課
勤
務
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〃

　
　
　
　
　
二
八
一
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

中
村
三
．
9
3
上
2
7
　
無
新

　
1
l
i
x
O
・
i
（
　
1
　
O
曲
小

大

山
治
吉
　
5
5
　
無
前
〃

　
　
　
　
　
二
七
七
票

永
田
清
彦
　
5
1
　
無
新

　
　
　
　
　
二
五
六
票

諏
訪

原
森
助
5
9
　
無
前

　
　
　
　
　
二
四
一
票

垣
内
秀
雄
　
5
1
　
無
元

　
　
　
　
　
二
四
一
票

川
辺
盛
康
　
4
5
　
無
前

　
　
　
　
　
二
四

〇
票

前
迫
文
哉
　
3
7
　
無
新

　
　
　
　
　
二
三
四

票

山
石
下
栄
造
　
田
　
鉦
パ
一
兀

　
　
　
　
　
一
＝
1
｛
ハ
酋
木

黒
瀬
健
郎
　
3
4
　
無
前

次
点

　
　
　
　
　
1
1
1
三
票
「

落
河
　
昭
　
3
0
　
無
新
一

　
　
　
　
　三
〇
西
二

長
岡
正
一
　
5
9
　
無
前
一

　
　
　
　
　
二
〇
九
票
一

瀬
戸
藤

吉
5
8
無
前
一

　
　
　
　
　
二
〇
四
票

毛
下
清
武
　
5
8
　
無
前
一

　

1
九
九
・
五
四
六
票

川
崎
忠
男
　
3
3
　
社
新

　
　
　
　
　
一
九
七
票

坂
呆
二
郎
訂
無
逝

　
　
　
　
　
一
九
一
票
一

押
領
司
国
雄
3
8
　
無
前

　
　
　
　
　
一
八
五
塁

宿
利
原
徳
二
6
0
　
無
前

　
　
　
　
　
一
七
五
票

番
園
豊
彦
　
5
1
　
無
新

　
　
　
　
　
一
七
四
票

久
保
吉
彦
　
5
3
　
無
新

　
　
一
七
一
・
山
ハ
四
〇
岨
小

遊
喜
資
能
　
5
0
　
無
前

　
　
　
　
　
一
七
〇
u
三

前

園
栄
5
0
無
前

　
　
　
　
　
「
六
七
票

牧
原
清
治
　
4
5
　
無
元

　
　
　
　
　
一
六
七
票

毛
下
　
栄
　
3
4
　
無
新

　
　
一
六
五
・
四
五
三
票

久

保
幸
彦
　
5
1
　
無
新

　
　
一
五
三
・
三
〇
九
票

栗
脇
武
志
　
5
4
　
無
新

　
　
　
　
　
一
四
七
票

壱
崎
実
志
　
5
4
　
無
新

　
　
1
　
k
l
　
O
・
三
八
九
票

伊
勢
時
雄
4
9
　
無
新

　
　
　
　
　
一
四
二
票

原

口
鶴
吉
　
6
3
　
無
元

　
　
　
　
　

＝
五
票

遠
矢
豊
志
　
5
3
　
無
新

　
　
　
　

　
一
一
五
票

赤
石
吉
香
　
4
3
　
無
新

　
　
　
　
　
　
九
二
票

赤
石
三
五
郎
5
5
　
無
新

　
　
　
　
　
　
六
〇
卵

　

無
効
投
票
　
西
三
票

’
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’

四

月
三
1
十
日
r
町
民
の
審
判
に
よ
つ
て
t
〈
ノ
後
四

年

間
の
町
政
を
動
か
す
新
議
員
二
十
名
か
生
れ
出

ま
し
た
。

こ
こ
に
、
そ
の
新
議
員
の
抱
負
を
紹
介
す
る
こ
と

に

し
ま
し
た
。
　
　
　
順
序
は
冗
十
音
順
で
す
。

　是
　書

　皇

川華

盛

康

今
回
の
選
挙
に
当
り
皆
さ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影
肥
が
出
て
き
で
い
る
こ
と
は

芝
余
る
御
と
援
に
よ
り
：
x
出
い
ろ
ん
な
へ
で
指
摘
さ
れ
て
お
朝
一
夕
に
は
参
り
ま
せ
ん
。

‖71矛034勺　5月20n報町占根大

血
の

通
う
町
政
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大

　
　
山
　
　
治
　
　
吉

　
町
民

各
位
の
絶
大
な
御
支
接
三
、
併
業
経
済
の
巡
展
h
町
外
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
こ
の
上

を

礼

て

当
選
致
し
ま
し
た
事
を
防
上
運
送
は
極
め
て
不
便
な
当
共
冒
し
く
御
指
導
ト
さ
い
ま
す
を
考
え
る
な
ら
ば
、
参
議
院
に

深
謝
中
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
町
に
於
て
当
然
海
連
に
頼
る
度
一
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
o
　
於
け
る
緑
風
会
的
な
物
の
考
え

　
過
去
十
二
ヶ
午
間
の
議
員
牛
合
が
同
く
従
つ
て
港
湾
の
杵
備
　
さ
て
こ
s
で
町
政
に
参
画
す
［
力
て
あ
つ
て
も
何
等
差
支
え
な

活
の
粁
験
に
立
つ
て
明
朗
て
、
　
1
を
促
追
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
る
に
当
つ
て
の
一
つ
の
考
え
方
い
し
、
む
し
ろ
そ
う
あ
る
べ
き

し
か
も
暖
い
血
の
通
つ
た
町
政
一
急
を
要
す
る
も
の
と
し
て
は
、

を
推
進
し
た
く
今
期
四
ケ
年
郷
港
内
の
し
ゆ
ん
せ
つ
、
点
岩
の

土
建

設
に
遇
進
し
た
い
と
深
く
除
去
を
し
て
港
湾
の
利
川
度
を

心
に
期

し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
一
層
同
め
た
い
。
ま
た
港
内
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
「
g
政
に
R
す
る
考
え
」
　
　
一
道
の
設
備
も
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

一
、

本
町
に
於
て
農
業
は
行
政
川
、
学
校
施
設
を
整
備
し
、

の
根
幹
を
な
す
も
の
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

た

く
当
選
さ
せ
て
い
た
s
き
才
り
今
後
木
端
ま
て
政
党
色
を
打
1

し
た
事
に
つ
い
て
’
ま
ず
厚
く
ち
込
む
こ
と
の
是
勇
は
と
も
か

御
礼
中
し
ヒ
げ
ま
す
。
過
ム
ー
一
く
と
し
て
、
善
か
れ
忠
し
か
れ

余
年
の
議

1
1
牛
活
を
省
み
て
今
何
れ
は
政
党
化
し
、
し
か
も
激

期

は
一
段
と
勉
強
し
皆
様
の
御
化
す
る
こ
と
は
想
像
に
か
た
く

一

厚
意
の
万
分
の
一
に
も
む
く
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
か
し
、
町
村
自
冶
の
本
質

農

業
実
す
る
こ
と
は
学
校
教
育
を
円
主
義
で
い
き
た
い
と
思
つ
て
お
・
な
い
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
考
え
方
に
立
ち
、

　

を

申
し
述
べ
大
方
の
御
批
判
を
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
い
ま
す

　

仰
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
。
勿
論
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
　
私
は
過
去
に
於
て
も
そ
う
で
一
異
議
の
あ
る
人
も
あ
ろ
う
か
と

　
あ
つ
た
つ
も
り
で
お
り
ま
す
が
一
は
思
い
ま
す
が
、
少
く
と
も
現

　

今
後
も
や
は
り
是
は
是
、
K
は
段
階
て
は
私
は
こ
の
方
剣
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

充

非
と
す
る
い
わ
ゆ
る
足
々
引
々
一
く
こ
と
に
い
さ
さ
か
も
踏
蹴
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

し
て
⊥
地
改
艮
事
業
の
招
進
、
　
校
舎
を
漸
次
数
筋
建
築
に
切
り
一

防
災
消
農
体
制
の
確
寸
、
水
旧
か
え
る
べ
く
努
め
た
い
・
　
「

の

区
川
整
珊
、
暖
地
池
W
の
換
ま
た
’
川
，
万
孜
育
の
振
興
は
今

烹
伯
物
の
増
芹
並
ひ
に
過
切
な
や
囚
家
の
切
史
な
要
沁
て
本
町

技
術
指
導
等
の
刈
領
を
講
ず
べ
に
於
て
も
利
学
教
育
を
振
興
さ

き
で
あ
る
。
農
家
粁
済
の
進
展
一
せ
る
た
め
理
利
教
育
の
施
設
設

は
即

ち
中
小
商
丁
某
者
の
繁
栄
備
に
努
力
し
た
い
。
ま
た
よ
s
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

に

も
つ
な
が
る
も
の
で
農
業
施
良
い
礼
会
建
設
の
た
め
公
民
舘

策
こ
そ
木
町
の
根
付
で
あ
る
。
一
汀
動
を
允
実
し
、
そ
の
本
拠
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行

の

振
興
な
く
し
て
木
町
の
発
展
滑
に
推
進
す
る
た
め
極
め
て
大
り
ま
す
。
今
回
の
地
方
選
挙
に

は

あ
り
得
な
い
。
そ
の
施
策
と
事
な
小
て
町
内
小
学
校
の
老
朽
頁
い
て
全
国
的
に
二
大
政
党
の
蔀
の
施
策
に
つ
き
批
判
し
、
助

二
、
粁
済
の
基
礎
を
膓
す
る
あ
る
独
立
し
た
公
民
舘
が
ぜ
ひ
瑚
肋
を
失
つ
た
あ
る
い
は
弱
い
三
、
公
渓
業
、
念
公
庫
の

に

は

共
の
動
脈
で
あ
る
道
路
弊
共
必
敦
で
あ
る
。

伽
こ
そ
必
要
て
あ
る
。
幹
道
宿
五
、
漁
業
に
つ
い
て
は
漁
協
を

鶏
馴
麟
翼
競
誌
竃
噸
繰
議
碗
蘇
竃
霞
修
学
併
を
民
主
的
璽
ミ

久
に
ハ
ス
の
運
行
を
一
日
で
も
〕
を
図
る
た
め
、
融
資
あ
つ
せ
ん

早
く
実
現
す
る
様
最
大
の
努
力
等
漁
業
の
進
展
に
努
力
し
た
い

を
：
l
　
：
D
た
い
。
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　

学
び
の

庭
に

呑
與
に
早
や
波
の
前
に
く
ず
れ
、
次

て

を
食
う
牛
の
如
く
三
に
築
き
上
げ
る
幾
多
の
天
才
に

し
ッ
く
と
の
ろ
き
歩
よ
る
砂
丘
が
打
ち
よ
せ
る
小
波

と
男
を
運
ん
で
い
る
の
は
i
に
よ
つ
て
洗
い
さ
ら
れ
る
の
で

現
今
我
が
大
根
占
町
あ
る
。

一
万
五
千
町

民
の
姿
　
さ
ら
わ
れ
て
は
築
き
、
築
い

の

よ
う
で
あ
り
ま
す
て
は
洗
わ
る
の
運
命
に
あ
る
。
・

o
そ
こ
で
私
は
只
二
　
郷
土
は
全
く
政
争
に
没
頭
す
一

言

し
て
ゆ
v
こ
と
に
な
り
ま
す
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
は
紙
数

が
町

政
上
に
残
さ
れ
た
間
題
は
の
制
限
も
あ
り
述
べ
ら
N
ま
せ

山
程
あ
り
、
し
か
も
多
く
の
時
ん
か
、
皆
ざ
ん
の
隔
意
の
な
い

と
金
を
要
す
る
事
で
あ
り
、
I
i
御
助
一
目
を
期
符
し
て
お
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
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正
し
い
与
論
に
従
つ
て

情蹄
烈
V
マ
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も
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ぽ
犠
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▲
（
∵
い
‥
▲
古
W
ぷ
‥
‥
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難
概
総
癬
燕
器
　
聯
覇

　
　
生

活
に
弱
い
立
場
の
人
た
同
に
よ
る
財
政
び
ん
乱
の
防
止
一

ち

を
貧
し
さ
か
ら
T
る
た
め
稼
並
び
に
監
杏
制
度
の
強
化
、
　
一

且
目
に
対
し
4
活
保
栂
の
対
策
拡
充
・
自
民
公
営
質
屋
な
ど
の
一
を

を

強
め
、
父
母
の
な
い
子
似
の
公
共
融
資
を
強
化
さ
せ
た
い
。
　
▽
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
四
、
大
根
占
、
根
占
両
町
村
合

旅
行
を
援
助
す
る
制
度
を
確
立
　
郷
土
大
根
占
町
は
産
業
の
街

し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
市
て
、
隣
村
根
占
町
は

ヂ
認
辮
酬
羅
雛
慧
吉
籠
註
剤
臨
剤
髄

確
立
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
「
運
を
高
め
、
南
隅
の
街
と
し
て
l

　
本
町
政
治
の
刷
新
と
汚
職
の
将
来
市
制
へ
の
高
揚
を
発
揮
す

一
掃
を

行
い
’
議
員
の
公
私
旦
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。

　
　
　
●
　
　
’
　
　
　
，
　
　
　
、
　
　
　
く
　
　
　
’
　
　
　
ハ
　
　
　
、
　
　
　
く
　
　
　
’
　
　
、
ハ
　
　
、
、

　
財
源
の

確
保

と
道
路
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂

　
　
口
　
　
不
二
郎

　
皆
さ
ん
の
お
蔭
で
当
選
さ
し
ら
に
あ
る
の
で
は
な
い
て
し
よ

て

い
た
だ

き
ま
し
た
新
町
議
と
う
か
。
一
日
い
直
せ
ば
政
冶
の
貧

し
て
の
抱
負
を
と
云
う
事
て
あ
困
と
も
ム
え
ま
し
よ
う
。

り
ま
す
が
、
議
員
に
は
上
は
国
　
こ
れ
を
川
破
す
る
に
は
相
当

会
議
員
か
ら
下
町
議
に
到
る
ま
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

で

あ
り
、
こ
れ
も
私
が
し
た
、
　
　
私
は
一
部
受
8
5
者
の
代
表
で

あ
れ
も
し
た
、
こ
れ
も
し
ま
す
は
あ
り
ま
せ
ん
。

、

あ
れ
も
し
ま
す
、
公
約
は
必
　
是
は
是
、
訓
は
非
、
正
し
い

ず
果

し
ま
す
。
ナ
イ
ガ
く
と
与
論
に
従
つ
て
翼
一
文
竿
に
進

ず
い
分
聞
か
さ
れ
て
来
ま
し
た
ん
で
行
き
た
い
。

　
い

き
お
い
自
己
擁
護
か
ら
派
　
抱
負
夢
も
沢
山
持
つ
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

閥
と
な
り
「
マ
タ
バ
シ
ノ
コ
ウ
1
ま
す
が
、
新
入
生
の
事
だ
し
’

ヤ

ク
」
と
云
う
言
葉
も
流
行
語
何
よ
り
も
先
ず
勉
強
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

と
な
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
　
皆
さ
ん
尻
を
た
た
い
て
押
し

す
。
本
町
の
何
だ
か
も
た
つ
い
て
く
だ
さ
い
。

た

よ
う
な
空
気
の
原
因
も
こ
主

懸
謬
艶
間
顯
晋
無
烈
｝
灘
欄

nyv　77号

ただ一人の革新議員

　　川　　　　　忠　

人
革
新
議
員
と
し
て
る
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、

崎
冷
や
か
な
郷
土
に
解
故
に
私
は
至
誠
一
貫
議
会
政
治
り
当
選
の
栄
を
得
さ
し
て
頂
き
「

剖
の
メ
ス
を
と
る
こ
一
を
通
じ
、
総
て
を
一
掃
さ
せ
、

と
に
い
た
し
ま
し
た
清
潔
な
本
町
政
治
は
先
ず
革
新

　
恰
も
砂
原
に
築
け
一
の
手
で
’
此
の
度
は
町
民
皆
様

る
砂
頁
て
あ
る
。
築
方
の
御
要
望
に
答
へ
得
る

か
れ
た

る
砂
丘
は
其
勇
躍
い

の

人
の
行
か
ざ
る
先

、

町

壕
　
　
　
　
い

と
存
じ

　
　
　
　
の

通
う
故
治
に

　
　
＿

「謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

一
今
後
四
ケ
年
間
の
責
任
重
大

一
な
る
事
を
痛
感
致
し
、
地
方
自

治
の
為
粉
骨
砕
心
尽
力
致
し
、

町

発
展
、
町
民
福
祉
の
為
、
平

明朗公平な議会運

諏訪原　森　助
　

先
般
の

町
議
会

議
員
の
選
挙
に
お

き
ま
し
て
は
町
民

皆
様
の
「
方
な
ら

ぬ

ご
声
援
と
絶
大

な
る
ご
支
援
と
に

よ
り
当
選
出
来
得

ま
し
た
こ
と
を
衷

心

よ
り
感
謝
中
し

上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
町
村
議

会
は
地
方
自
治
法

に
則
り
町
村
の
意

思
決
定
機
関
と
し

て

独
自
の
権
限
を

も
ち
重
大
な
る
責

務
を
負
荷
さ
れ
て

お

り
ま
す
。
従
い

ま
し
て
議
会
の
運

営
は
常
に
明
朗
で

公
平
で
あ
り
町
の

兀
策
は
町
の
農
毒
民
の
福

祁
増
巡
の
た
め
に
方
向
づ
け
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

か

A
る
見
地
よ
り
し
て
私
は
議

会
人

と
し
て
の
自
主
性
を
堅
持

し
議
会
運
営
を
誤
ら
し
め
ぬ
よ

う
努
め
る
と
同
時
に
取
り
残
さ

れ
た
幾
多
の
問
題
解
決
に
町
民

皆
様
の
代
表
と
し
て
最
善
の
努

力
を
つ
く
し
た
い
と
深
く
念
願

い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
の
上
な
が
ら
の
ご

指
導
と
こ
叱
声
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

告
小
と
共
に
三
＋
六
の
駒
は
れ
た
時
の
有
難
さ
感
激
は
筆
乱
位
威
厳
を
｛
局
め
明
る
い
町
造
工

柳
頭
に
踊
り
出
た
。
矢
は
既
に
の
よ
く
尽
す
と
・
う
て
は
な
い
τ
意
を
用
い
町
政
の
進
展
町
旦

麗
蝋
宕
認
纏
纏
纏
鷲
設
繧
励
顯
漂
閑
麟
簸
殼
経
旦

進遇
吉

デ
J↓
藤
遂　
　
戸

完責
瀬
職

あ
ら
ゆ
る
秘
策
を
て
下
さ
つ
た
町
民
の
皆
楚
心
以
て
町
民
の
期
待
に
副
う
よ
う
｝

め

ぐ
ら
し
激
し
く
か
ら
感
謝
す
る
の
み
　
N
o
　
：
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
川
h
’
1

竃
剛
竃
た
醒
鱒
馴
竃
財
肋
顯
揃
翼
駄
二

状
態
に
陥
り
、

　
　
　
　
　
　
情
会
福
園
委
員
長
は
議
事
堂
て
う
方
々
に
対
し
て
御
気
の
毒
に
存

勢
は
変
転
極
り
な
や
ー
し
く
「
人
l
人
に
対
し
一
じ
ま
す
が
、
怯
む
こ
と
な
く
捲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

く
混
屯
と
し
て
其
て
当
選
証
書
を
交
付
し
、
町
発
一
土
章
来
を
期
し
て
御
精
進
な
さ

の

把
握
は

困
難
を
展
の
た
め
、
更
に
一
段
の
精
迩
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

極
め
、
何
人
に
も
を
希
望
す
る
と
の
激
励
の
挨
拶
一
紙
面
の
制
約
に
よ
り
具
体
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑

　
　
原
　
　
盛
次
郎

　

今
回
の
改
選
に
当
り
、
町
民
和
な
町
を
基
礎
と
し
誠
心
誠
意

一

皆
様
の
多
大
な
る
御
支
援
に
よ
努
力
致
す
決
心
で
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
が
町
も
な
さ
ね
ば
な
ら
な

　ま
し
た
事
は
、
誠
に
有
難
く
感
一
い
施
策
も
数
多
く
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
n
　
、力
　
先
ず
財
源
の
確
保
に
つ
と

め
へ
　
　
に
　
ぽ
り
の
　
ル
　
を
ゼ
　
エ

れ編畿
点
的
舞
の
推
進

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
．

そ

の
予
断
は
許
さ
を
さ
れ
た
。

れ

な
い
。
　
一
誰
か
　
こ
の
当
選
確
認
の
詔
書
こ
そ

鯉
繧
」
綾
霊
覇
顯
鮭
猫
鍵
聴

苫
し
い
時
の
神
頼
颪
更
に
新
に
・
責
任
益
々
重
き

み
の

古
語
を
思
い
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

，

な
意
見
は
後
口
に
ゆ
ず
る
こ
と

と
し
て
御
了
承
を
願
い
、
過
去

の

経
験
を
基
に
し
、
益
々
研
林
ハ

修
養
に
力
め
職
責
完
遂
に
努
め

る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
何
卒
御
指
導
と
御
鞭
縫
を
お

難
議
竃
誌
竃
酬
ぷ
嶽
璽
竃
霞
禰
挨
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【
e
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■
l
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一
t
J
I
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一
t
U
t
－
⊆
U
I
L
i
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三
i
■
t
L
l
t
i
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I
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●
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M
l
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M
l
r
m
n
［
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m
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三
i
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一
t
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m
t
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≡
一
L

円
滑
な
町
政
に
努
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
　
　
田
　
　
清
　
　
彦

　
町
民
み
な
さ
ん
方
の
こ
支
打
一
る
次
第
で
す
o

を

得

ま
し
て
当
選
さ
せ
て
い
た
　
町
に
於
て
は
産
業
振
興
其
の

だ

き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
他
話
要
懸
案
が
数
多
き
事
と
思
一

　
今
後
共
、
町
発
展
の
為
一
層

の

御
協
力
御
支
援
御
指
導
を
下

●
い
．
v
。
Q
9
Y
お
曇
竃
鐘
賛

円
滑
な
る
町
政
が
出
来
ま
す
様

努
力
し
皆
さ
ん
方
の
此
の
度
の

ご

協
力
に
対
し
最
後
迄
ご
奉
公

す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

任
期
中
は
此
の
上
共
ご
支
援
の

一

程
お
願
い

致
し
ま
す
。

更
に
深
く
責
任
の
実
を
感
主
い
ま
す
此
等
の
諸
問
題
に
付
旦

醇
と
し
て
社
会
正
義
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
中
　
　
村
　
　
三
勇
士

　
新
議
員
と
し
て
町
政
に
対
す
．
て
研
究
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

る
抱
負
を
述
ぺ
よ
と
の
事
で
あ
す
。
　
イ
、
畑
地
の
利
用
更
生

り
ま
す
の
で
、
政
冶
に
対
す
る
一
を
図
る
た
め
農
道
の
新
設
整
備

頁
の
理
念
理
想
と
云
う
よ
う
な
一
を
促
進
す
る
。
．
、
本
町
の
立

一籠
翼
嘔
罫
び
竃
籠
眺
姪
繋
鍵

問
題
解
決
に
地
道
に
努
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
岡
　
　
正
　
　
l

纂
議
竃
熱
羅
⌒
議
え

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

に

当
り
、
私
の
ぞ
ッ
ト
ー
と
す
．
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
1
つ
I

　
　
　
　
　
　
従
来
に
も
増
し
一
つ
地
道
に
そ
の
問
題
解
決
に
微
p

る
と
こ
ろ
は
、

て

誠
心
誠
意
、
町
発
展
、
陶
民
ガ
古
尽
し
た
い
と
思
い
ま
す
・

翻
蓮
と
聾
豊
を
鮭
れ
晶
縫
蜘
璽
た
い
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政

的
に
も
非
常
に
む
ず
か
し

新

し
く
町
議
会
が
発
足
す
る
い
時
期
に
さ
し
か
ふ
つ
て
い
る

為
に
努
力
し
た
い
二
・
三
の
事
一
の
選
定
奨
励
ハ
　
一
部
篤
農
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
な
方
策
を
研
究
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
他
町
村
に
流
動
す
る
購
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

力
の
集
中
化
と
町
全
体
の
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
策
が
一
つ
の
動
脈
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
を
　
　
そ
き
る
よ
う
ぬ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　｝

宿
利
原
方
面
と
海
岸
地
帯
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

び

つ
き
を
緊
蜜
化
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
幹
線
町
道
の
改
修
整
備
に
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
善
を
尽
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ニ
へ
ぬ
　
の
　
　
を
　
す
る
　

竃
欝
羅

’

題

で
あ
る
遠
洋
漁
業
の
基
地
化

台
風
時
の

一
般
船
舶
の
安
全
確

保
の
為
に
も
港
湾
の
規
模
を
ど

の

よ
う
に
完
備
す
る
こ
と
が
よ

い

の

か
関
係
機
関
の
意
向
と
充

分
取
組
ん

で
具
体
化
し
て
み
た

い
と
考
え
ま
す
。

四
、
懸
案
の
弓
場
下
か
ら
大
橋

山
ノ
ロ
方
面
に
到
る
海
岸
提
構

築
を
年
度
計
画
で
実
現
さ
せ
る

よ
う
そ
の
端
緒
を
ひ
ら
き
た
い

五
、
国
政
の
上
で
も
国
民
健
康

保

険
、
年
金
な
ど
社
会
保
障
政

策
は
強
化
さ
れ
て
お
り
、
町
と

し
て
も
民
生
課
の
独
立
、
増
員

は
不
可
避
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

民

生
福
祉
の
為
に
一
段
と
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

何
分
若
輩
で
あ
り
ま
す
の
で
謙

虚

な
気
持
で
先
輩
議
員
の
意
見

に
耳
を
傾
け
勉
強
し
た
い
と
考

え
ま
す
。
只
私
は
青
年
議
員
と

し
て
事
の
是
非
を
明
か
に
”
－
）
公

私
を
乱
さ
ず
社
会
正
義
の
、
為
、

御
期
待
に
副
う
よ
う
努
力
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
・

N
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今
般
ア
メ
リ
カ
よ
り
寄
贈
の

牧
草
を
希
望
者
に
配
布
し
ま
し

覧

が
、
ま
だ
、
播
い
て
な
い
方

が

多
い
よ
9
で
す
が
至
急
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

要
領
て

播

い
て
く
だ
さ
い
。

L
栽
培
方
法

　
　
牧
草
は
一
般
に
酸
性
を
嫌

　
い

ま
す
の
で
十
ア
ー
ル
当
り

　
石
灰

を
七
五
キ
ロ
ー
一
一
ニ

　
キ

ロ

播
種
前
十
日
頃
撒
布
し

　
て

整
地
し
土
を
細
く
し
て
く

　
だ

さ
い
。
畦
作
り
は
五
〇
セ

　
ン

チ

間
隔
に
十
セ
ン
チ
ー
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
六
セ

ン

チ

の

蒔
巾
と
し
十
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
ー
ル
当
り
堆
厩
肥
一
一
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
キ
ロ

、

硫

安
一
一
キ
ロ
、
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

　
石
一
九
キ
ロ
、
塩
加
七
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
キ

ロ

ま
た
は
、
尿
素
七
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
キ

ロ

、

熔
燐
三
〇
キ
ロ
、
塩

　
加
七
、
五
キ
・
を
入
れ
て
く

　
だ

さ
い
。
ル
ー
サ
ン
と
ク
ロ

　

ー
バ
ー
は
登
科
で
そ
れ
以
外

　
の

も
の
は
禾
本
科
て
す
か
ら

　
一
っ
畦
交
互
に
登
科
と
禾
本

　
科
を
植
え
て
く
だ
さ
い
。

葛
ま
き
方

　
　
播
種
｛
量
基
准
・
は
十
ア
ー
ル

　
当
り
、
例
え
ば
’
ラ
デ
ノ
ク

　
u
ー
バ
ー
一
1
1
0
0
グ
ラ
ム
，

　
オ

－
チ
ヤ
ー
ド
八
〇
〇
グ
ラ

　

ム
’
イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
四
〇

　
o
グ
ラ
ム
位
で
す
が
今
回
は

蠕霞
に
は
齢
詫
蕪

つ
た

の

で
大
体
以
上
の
播
種

量
に
応
じ
て
、
面
積
を
定
め

て

v
だ
さ
い
。

　
牧
草
は
厚
ま
き
に
せ
ず
’

薄
ま
き
に
し
て
v
だ
さ
い
。

牧
草
は
軽
い
の
で
風
の
吹
く

日
に
ま
く
と
飛
ん
で
し
ま
い

ま
す
の
で
、
風
の
な
い
よ
い

天
気

の

日
に
ま
い
て
く
だ
さ

が
よ
い
。

　
今
回
配
布
し
た
牧
草
は
、

イ
タ
リ
ア
ン
グ
ラ
ス
を
除
い

て

は
、
永
年
牧
草
で
夏
水
分

の
給
与
が
あ
れ
ば
一
年
中
草

が
あ
る
わ
け
で
す
。
家
畜
に

栄
養
の
あ
る
牧
草
を
う
ん
と

や

つ
て

購
入
飼
料
を
へ
ら
し

生
産
費
を
切
り
下
げ
ま
し
よ

う
。　
昭
和
三
十
三
年
度

に
展
示

一、

一

　
　
弱
　
　
夏
に
水
分
給
与

蹴　　
き
1
一
年
中
青
刈
可

能
、
上
記
の
下
玉
利
さ
ん
と

黒
瀬
さ
ん
の
展
示
園
は
傍
に

水
源
が
あ
る
の
で
今
年
は
ク

ロ

ー
バ
ー
の
周
年
栽
培
を
目

標

と
し
て
作
つ
て
お
ら
れ
ま

す
o
イ
チ
ゴ
の
ラ
ン
ナ
ー
の

如
く
走
村
を
出
し
て
繁
茂
し

ま
す
。
年
五
、
六
回
青
刈
可

能
。

直
三
i
”
；
H
l
■
－
s
u
t
i
■
三
i
旦
三
1
－
I
M
t
l
n
田
1
1
1
1
i
■
三
i
■
I
L
M
i
－
M
l
i
■
L
“
e
i
・
三
i
ロ
一
T
l
t
t
l
－
I
L
I
I
L
－
田
4
i
T
i
t
－
－
I
I
I
I
i
旦
M
l
－
■
i
M
M
旦
－
l
■
■
t
三
i
■
F
≡
i
●
，
≡
i
■
三
ぽ

業
室

農
教

　
　
　
　
　
A

有

利

で

栄

養

の

多
い

牧
草
の
作
り
方

＝
三
i
m
I
I
L
I
－
ロ
H
L
I
t
■
■
I
U
t
l
t
－
1
n
t
l
－
■
l
l
≡
■
■
三
i
旦
M
l
i
三
M
s
l
”
－
一
l
m
i
n
s
m
i
ロ
・
・
l
t
l
t
－
一
I
I
I
I
n
t
l
三
i
■
I
L
I
H
－
頂
≡
l
i
旦
M
l
．
M
M
I
t
．
■
l
l
U
I
－
■
l
l
［
l
t
・
m
l
l
l
■
■
t
l
m
e
t
t
三
．

い
o
　
平
均
に
ま
く
為
に
二
、
三

回
に
わ
け
て
ま
き
ま
す
。
ク

ロ

ー
。
バ
ー
や
ル
ー
サ
ン
は
W

が
、
小
さ
い
の
で
砂
を
ま
ぜ

て

ま
き
ま
す
。
ま
い
た
後
竹

ホ

ー
キ
で
地
面
を
な
ら
し
土

を

か
ぶ

せ
、
最
後
に
足
て
軽

く
踏
み
つ
け
る
。

　
採
草
地
に
す

る
所
は
毎
年

春
硫
安
七
、
五
キ
ロ
過
石
一

一
キ

n
を

施
肥
す
る
と
発
育

　
我
が

町

は
立
地

条
件
か
ら
み
用
、
輸
出
川
と
し
て
み
か
ん
の

て
「
み
か
ん
」
の
栽
培
に
は
最
も
将
来
性
は
5
常
に
明
る
い
も
の

恵
ま
れ
て
お
り
、
戦
前
の
全
盛
が
あ
り
ま
す
。

　
時

代
に
は
成
木
園
十
五
ヘ
ク
　
従
つ
て
本
町
て
は
、
特
産
物

　

タ
ー
ル
、
生
産
量
四
百
ト
ソ
奨
励
の
一
つ
と
し
て
長
期
五
ケ

　
に
達

し
、
共
同
出
荷

で

輸
出
み
か
ん
と
し
て

N
、

二

販
売
さ
れ
、

牧
入
代
金
も

相
当
な
額
に

達
し
て
い
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が

第
二
次
大
戦

中
の
物
資
不

口
？　

足
、
労
力
不
足
て
荒
廃

77　

し
、
5
1
在
て
は
幼
木
園

第
・　
｝
を
含
め
て
わ
ず
か
に
温

汀
ハ
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

　
l
t
へ

　

い

艮
帖
て
あ
り
ま
す
。

海岸線にはぽんかん

　上地帯は夏柑と温洲を

　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ん

か
ん

に

な
っ
p
い
ま
す
。

　

ノ
タ
ー
ル
に
し
か
過
き
な
の
一
つ
と
し
て
ぜ
ひ
考
え
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
だ
く
よ
う
お
願
、
い
い
た
し
ま

川
－
、
経
済
の
安
定
と
召
活
水
す
。
新
柏
に
つ
い
て
の
御
相
詮

年
司
画
に
基
き
’
み
か

ん

折
植
を
奨
励
し
て
い

る
わ
け
て
す
。

　
折
植
に
当
つ
て
は
、

孜
団
栽
培
地
を
造
成
す

る
た
め
、
亜
点
地
域
を

決
め
て
指
導
奨
励
す
る

こ
と
と
し
、
皆
倉
か
ら

山
ノ
ロ
方
二
川
ま
て
の
海

山

力
ぴ
は
ぽ
ん
か
ん
、
池

m
宿
利
原
の
上
力
而
は

夏
み
か
ん
と
温
州
と
い

う
力
針
で
の
ぞ
む
こ
と

　
　
　
　
　
消
農
改
∨
出

　
　

一

　
　
i

n
）
O了
皇
に
つ
れ
て
2
の
果
は
営
欝
肇
へ
問
い
く
・
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
工
く
だ
さ
い
。

｝・大蝉
は
急
激
に
：
ひ
t

園
と
し
て
作
ら
れ
た
下
玉
利
Z
ル
ー
サ
ン
（
壼
科
）

　
慶

二
（
大
尾
）
黒
瀬
栄
吉
（
才

　
原
）
笑
喜
正
義
（
笑
喜
）
前
迫

　
優
（
白
井
）
各
位
の
ク
ロ
ー
バ

　
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
よ
く
み

　
て

く
だ
さ
い

ら
ラ
デ
ノ
ク
ロ
ー
バ
ー
（
董
科
）

　
永
年
牧
草
で
畑
作
に
よ
く
早

　
永
年
作
物
で
大
尾
の
中
馬

辰
也
さ
ん
が
茶
園
の
間
作
に

作
つ
て
お
ら
れ
ま
す
。
早
魅

に
強
く
栄
養
価
が
高
く
燕
麦

の
四
倍
の
蛋
白
質
が
あ
る
。

燕
麦
と
一
緒
に
ま
い
て
も
よ

い
。

③
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
釧
フ
エ
ス

　

キ
ー
（
禾
本
科
）
　
　
　
】

　
　

冬
で
も
旺
盛
な
生
育
を
す

　

る
の
で
奇
蹟
の
草
の
異
名
あ

　

り
永
年
草

4
ス
ム
－
ス
、
プ
ロ
ー
ム
グ

　
　
ラ
ス
（
禾
本
科
）

　
　
　
ル
ー
サ
ソ
と
混
ぜ
て
ま
く

　
　
と
よ
い
、
根
が
広
く
拡
が
る

　
　
の
で
土
壌
の
侵
蝕
防
止
に
用

　
　
う
る
。
ま
た
雑
草
を
圧
倒
す

　
　
る
の
で
雑
草
防
止
に
使
つ
て

噸　

も
よ
い
。

㎜　
あ
オ
ー
チ
ヤ
ー
ド
グ
ラ
ス
（
禾

酬　

本
科
）

嶋　
　

早
肱
に
強
く
耐
陰
性
も
あ

㎜　
　
る
の
で
果
樹
園
の
草
生
地
と

i　
　
し
て
よ
い
根
が
深
い

i6
，
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス

　

（
禾
本
科
）

　
　

本
町
で
三
十
年
に
配
布
し

　
　
た
イ
タ
ン
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス

　

と
よ
く
似
て
い
る
永
年
草
で

　

排
水
の

よ
い
土
壌
で
よ
く
育

　
　
つ
万
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス

　

（
禾
本
科
）

　
　

暑

さ
に
弱
い
。
短
年
生

5月の農作業

撫船
詩森
営農相談室

廿
藷

め
て
く
だ
さ
い
。

　
吐
巾
六
十
セ
ン
チ
以
下
で
は

敗

羅
は
ク
ン
と
少
な
く
な
つ
て

い

ま
す
の
で
留
意
し
て
く
だ
さ

い
o
　

な
お
、
肥
料
は
有
機
質
の
施

用
が
多
い
程
牧
量
も
多
い
の
で

堆
肥
、
」
緑
肥
は
十
ア
ー
ル
‥
当
七

百

五
十
キ

・

、

以
上
を
n
標
に

金
肥
依
存
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
ま

た
、
牢
素
過
多
に
な
ら
な
い
よ

は
本
葉
三
枚
、
第
二
回
は
本
葉

五
枚
の
時
（
五
月
中
、
下
旬
）
第

三
回
は
本
葉
七
枚
の
時
で
肥
料

は
硫
安
七
、
五
キ
ロ
ー
一
一
キ

n
つ

つ
施

し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
う
す
で
に
ダ
イ
メ
イ
虫
の

被
害
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卵検定は　毎年11月1日から1年　鶏の卵を生む能力をしらべる産
　　　　　　　　　　　　　　　　産卵世界新記録
問にわたって全国の種鶏場で行わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れますが　本年度の結果がこの

ほどまとまりました。それによりますと　参加した鶏は全国で14200羽で全国51ヵ所の公私立鶏

繊㌶註露薮農議の織；罐≡蕊綴象繰耀顯
1．1個をみごとに更新しました。また　この期間に365個生んだ鶏は山口県に13羽　岐阜県に8羽

広島　佐賀　宮崎県にそれぞれ6羽など合計63羽いました。昨年の57羽より6羽も多くすべての点

でめてたく世界記録を更新しています。　なお63羽の鶏の内訳は白色レグホンが61羽て殆ど全部と

言ってよく　あと2羽はプリモスとロードそれぞれ一羽づっでした。

汁
諸
の
植
付
は
五
刀
の
中
旬
一
う
・
加
里
は
窒
素
一
に
対
し
二
「
土
は
固
く
な
り
雑
草
は
繁
茂
す
◎
農
業
機
関
紙
の
購
読
を

コ

B
H
C
か
P
B
粉
済
を
早
や
．
す
か
ら
ぜ
び
、
今
年
は
実
行
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

発
芽

な
ら
び
に
生
育
の
均
一

め

に
撒
布
し
て
く
だ
さ
い
e

　
な
お
・
五
月
か
ら
六
月
に
か
を
は
か
り
、
健
全
な
苗
を
作
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

く
だ
さ
い
o

け
て
は
降
雨
量
の
多
い
季
節
て

か

ら
六
月
上
旬
ま
で
か
最
適
期
・
三
の
割
で
施
し
ま
し
よ
う
。
　
る
と
い
つ
た
、
や
つ
か
い
な
時

て

あ
り
ま
す
が
、

に

ょ
つ
て
七
月
ま
で
か
Z
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　

H
詔
は
早
期
に
柏
付
け
た
も

の

程
、
生
竹
の
期
間
が
長
い
の

て

個
数
は
少
な
く
て
も
肥
大
率

か
大
で

あ
る
の
で
、
晩
舶
よ
り

も
総
牧
娼
は
多
い
わ
け
て
あ
り

ま
す
。
降
由
を
見
司
つ
て
甲
日

に
柏

付
け
て
く
だ
さ
い
o

　

川
巾
は
八
十
ピ
ン
チ
株
間
三

十

セ

ン

ヂ
の
同
川
て
循
柏
し
た

も
の
が
過
去
三
ケ
年
の
平
均
で

は
（
本
年
の
競
伯
会
｝
敗
旦
が
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
地
・
カ
ブ
仁
よ
つ
て
差
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
畑
の
条
W
な

と
を
考
慮
し
て
栽
柏
密
度
は
定

1’1’i

床

の
1巾

積
釘一一lar
期
水
稲

期
て
あ
り
ま
す
の
で
中
耕
除
草

を

数
回
行
つ
て
く
だ
さ
い
。

第
二
同
n
の
中
耕
除
草
は
第
一

1
同
n
よ
り
十
日
口
に
な
り
ま
一
普
通
水
稲
苗
代

　
　
お

す
す

め
致

し
ま
す

　

今

後
の
農
業
経
枯
は
科
学
性

の

あ
る
営
み
で
な
け
れ
ぽ
な
ら

な
い
こ
と
は
よ
く
承
知
さ
れ
て

「い
る
こ
と
て
新
ら
し
い
技
術
や

す
か

ら
今
月
の
中
旬
頃
、
最
後
一
今
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
新
ら
し
い
肥
川
、
農
薬
を
用
い

の

手
取
除

草
は
六
月
上
旬
に
な
て
s
代
の
種
ま
き
時
て
あ
り
ま
る
に
も
そ
の
臼
性
竹
を
知
っ
て

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
よ
い
苗
を
作
る
た
め
早
期
初
め
て
よ
い
農
業
牛
産
か
得
ら

　
早

期
は
基
肥
重
点
で
す
が
、
一
水
稲
の
而
代
と
同
様
拐
床
茄
代
れ
る
わ
け
で
す
。
く
た
ぶ
れ
儲

某
肥

を
少
な
め
に
施
し
た
も
の
一
に
し
て
、
う
す
ま
き
に
し
種
も
け
に
な
ら
ぬ
よ
う
参
考
書
を
読

は
追
肥
を

早
や
め

に
施

し
て
く

だ
さ
い
。

　
モ

ン

カ
レ
病
な
ら
び
に
山
間

地
の

イ
モ
チ
病
発
生
に
は
＃
に

留

意

し
て
早
期
防
除
を
し
て
く

だ
さ
い
。

早

期
陸
稲

　
早
期
陛
稲
の
追
肥
は
第
一
回

新
町
議
の
抱
賛
つ
っ
ぎ

巌

も
く
だ
く
熱
誠
を
も
つ
て

原
　
‘
・
田

　
皆
様
方
の
心
か
ら
の
御
支
援

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昔
か
ら
「
雨
だ
れ
石
を
う
が

つ
」
と
申
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

唯
一
う
ぶ
の
雨
だ
れ
も
変
ら
ざ

る
努
力
と
誠
実
を
も
て
ぽ
石
を

つ
ら
ぬ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
私

も
雨
だ
れ
の
l
し
ず
く
ほ

ど
の
微
力
な
者
で
は
ご
ざ
い
ま

す

が
t
巌
も
く
だ
く
情
熱
と
熱

誠

を
も
つ
て
ど
こ
ま
で
も
貫
く

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
［
四
の
ん
五
へ
L
と
老
人
か
ら

聞
き
ま
す
が
、
四
月
に
は
の
み

速

雄

、

五
月
に
は
剛
の
発
生
を
意
味

し
て
の
言
葉
で
し
よ
う
。

　
昨
今
急
に
ふ
え
て
来
た
蝿
は

棚
取

紙
、
は
い
た
x
き
と
昔
と

変

ら
な
い
駆
除
を
し
て
い
ま
す

が
’
こ
れ
が
現
柑
の
政
浴
の
実

態
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
、
　
．

　

こ
と
の
根
源
を
探
究
し
、
政

治
、
経
済
、
文
化
の
向
上
に
資
へ

す
る
こ
と
こ
そ
一
万
五
千
町
民

の
住
み

よ
い
郷
士
建
設
の
道
と

信

じ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
一

　

こ
れ
が
私
の
政
治
観
で
あ
り

ま
す
。

　
今
後
一
層
の
御
指
導
と
御
鞭

燵

を
賜
り
ま
す
よ
う
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
、

共
同
一
致
の
精
神
で

　
今
回
の
選
挙
に
当
り
ま
し
て

皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
協
力
ご

支
援
に
依
り
ま
し
て
当
選
の
栄

を
得
ま
し
た
こ
と
を
衷
心
よ
り

感
謝
申
上
げ
ま
す
此
の
上
は
大

根
占
町
議
会
議
員
と
し
て
本
町

有
畜
営
農
指
導
を
重
点
に

本

　
私
は
、

議
会
議
員
と
し
て
民
主
政
治
の

基
盤

で
あ
る
本
町
自
治
発
展
の

釜

清

昭
和
十
二
年
以
来
町

が
商
工
業
全
分
野
の
土
台
で
あ

為
微
力
を
捧
げ
て
参
り
ま
し
た
思
い
、

が
’
本
町
未
解
決
の
諸
問
題
解
一
政
に
結
び
つ
け
る
た
め
、

決
の

た

め

努
力
致
し
た
い
と
思
営
農
指
導
を
重
点
に
取
り
上
げ

い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
。
な
お
、
農
村
の
二
三
男

　
先

ず
、
産
業
文
化
の
発
達
は
対
策
と
し
て
南
米
移
住
並
び
に

道

路
か
ら
と
云
わ
れ
ま
す
の
て
派
米
労
務
老
の
促
遁
を
は
か
る

る
た
め
、
農
村
経
済
の
確
立
が

ひ

い
て

は
町
繁
栄
に
通
ず
る
と

　
　
　
新
し
い
農
政
を
直
接
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
畜

前
　
　
迫
　
　
文
　
　
哉

町
政

発
展
の
た
め
に
微
力
な
が

ら
新
た
な
る
気
持
を
以
つ
て
使

命
を
完
う
し
た
い
考
え
で
あ
り

ま
す
。

　
　
町
政
を
豊
に
し
町
民
の
福
利

増
進
を

図
る
に
は
共
同
一
致
の

精
神
て
あ
る
と
思
い
ま
す
町
民

　
I
人
I
人
が
協
力
仕
合
つ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
に
精
進
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
o

　

農
業
を
主
体
と
す
る
大
根
占

　
町
に
於
て
は
農
業
経
営
の
合
理

化

と
し
て
防
災
営
農
の
確
立
有

畜
営
農
の
推
進
農
道
等
の
改
修

整
備
を
取
上
げ
生
活
安
定
へ
の

基
礎
を
確
立

し
た
い
と
思
い
ま

す
o

　

何
卒
今
後
共
益
々
ご
指
導
ご

一

鞭
縫
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

県
道
改
良
工
事
の
促
進
を
は
か
一
学
校
建
築
治
山
治
響
公
共
事
い
致
し
ま
す
。

鶴竃
璽
竃
蜘
竃
霧
把
国
爾
τ
つ
と
S
　
）
〈
p
o

を
枯
備
し
、
海
上
輸
送
と
直
結
政
を
う
る
お
し
’
失
業
者
救
済

の
た

め
、
港
湾
の
整
備
を
な
し
牛
活
保
護
法
の
徹
底
に
よ
る
民
一

5
せ
て
漁
業
の
振
興
を
は
か
り
牛
安
定
祉
会
保
障
制
度
の
拡
充

こ
　
へ
む

オ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
化
並
び
に
論
少
年
不
良
化
防

　
な
お
、
本
町
は
、
町
民
の
八
止
の
問
題
に
つ
い
て
は
関
係
機

十
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
農
民
関
と
手
を
取
り
、
こ
れ
が
浄
化

　
最
後
に
公
僕
精
神
に
徹
し
、

正
義

と
責
任
を
重
ん
じ
行
動
し

て

来
た
過
去
二
十
二
年
の
議
員

生
活
の
体
験
の
上
に
立
つ
て
、

町
勢
進
展
に
努
力
致
す
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

よ
く
え
ら
ん
で
充
実
し
た
無
病
み
ま
し
よ
う
。

の

も
の
を
用
い
ま
し
よ
う
）
　
i
た
だ
い
ま
営
農
相
談
室
で
は
・
有
x
う
ご
ざ
い
ま
し
た
・

　
そ
れ
に
は
塩
水
選
を
行
う
こ
一
本
県
の
農
試
大
学
、
県
の
専
問

と
か
最
も
効
果
的
で
あ
り
ま
す
家
の
執
竿
し
て
く
だ
さ
る
「
農
．
に
も
色
々
問
題
点
け
あ
る
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

㎜
聡
へ
経
墓
肇
培
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮

　
　
園
　
　
直
　
　
矢

　
：
’
：
し
か
つ
た
選
挙
戦
に
再
度
新
し
き
決
意
の
元
に
町
政
推
巡

当
辻
さ
し
て
戴
き
ま
し
て
誠
に
一
に
務
め
た
い
と
考
え
ま
す
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
叱
声
を

　
さ
て
、
今
後
の
町
政
摺
進
上
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
に
私
の
特
に
考
え
ま
す
ご

「
親
切
」

　

p
ソ

ト
ン
に
n
む
ド
ナ
ル
ド

ブ

ア

ラ
フ
イ
ア
ス
氏
の
玄
関
の

呼

り
ん
が
け
た
た
ま
し
く
鳴
つ

た
。s　
若
い
男
か
大
声
で
，
お
宅
の

納

岸
か
火
事
て
す
よ
一
と
い
う

　

あ
わ
て
て
駈
け
出
し
た
ト
ナ

ル

ド
さ
ん
は
、
漸
や
く
の
こ
と

に

火
を
消
し
終
る
と
あ
の
男

に

礼
を
言
わ
な
け
れ
ぽ
｝
と
思

い

な
が
ら
家
に
戻
つ
た
か
部
屋

に
入

つ
て

み
て

驚
い
た
。
八
五

万

円
は
か
り
の
宝
石
バ
す
つ
か

り
倫
ま
れ
て
い
た
の
だ
。
　
．
、
親

切
な
男
　
の
計
側
的
犯
行
だ
つ

た

の

で
あ
る
。
（
広
告
研
究
）

lL



（4）昭ネ灯34年5月20n報町占根大第

会
長

に
愛
甲
充
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
町

婦
人
大
会
ひ
ら
く

　
町
婦
人

会
で
は
、
四
月
八
H
’

総

会
を
開
き
　
　
　
　
一

g
昭
和
三
三
年
度
決
旬
報
告

Z
昭
和

三
四
年
度
活
動
力
針
、

　

行
事
計
両
及
予
算
の
審
識
決

　
定
ぶ

規

約
の
一
部
改
正

小

新
役
1
1
の
選
出

　
を
わ
つ
た
が
、

十

L
＝
大
根
占
小
学
校
講
堂
で
l

、

町
内
の
婦
人
△
4
，
　
．
：
約

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

1

が
集
り
、
昭
和
三
十
四
η
度
初

の
婦
人
大
会
を
閉
催
し
た
。

　
大
会
は
ま
ず
右
の
各
小
項
を
一

異
議
な
く
承
認
し
た
後
、
県
利

会
教
育
主
事
小
倉
求
人
先
4
の

「
婦
人
会
の

在
り
方
」
と
題
す

る
識
話
を
き
い
た
。

　
本
年
度
町
婦
人
会
の
活
動
方

針
と
新
役
貝
の
顔
ぶ
れ
は
次
の

と
お
り
て
あ
る
。

▲
努
力
目
標

L
婦
人
会
運
営
の
民
主
化

di
家
庭
教
育
と
道
徳
教
育
の
振

　
興
ぶ
婦
人
の
地
位
向
上
と
家
庭
生

　
活
の
利
学
化

▲

健
全
な
青
少
年
の
育
成

▲
努
力
点

ぶ

部
落
婦
人
会
幹
部
の
研
修

di
研
究

ク
ル
ー
プ
の
市
成
と
学

　
習

活
動
の
推
進
（
納
税
グ
ル

　

ー
プ
、
家
族
計
画
グ
ル
ー
プ

　
等
）

＆

各
種
団
体
と
の
連
絡
協
調

、

－

＼
r
て

4
1
ろ
カ　
＝
旧
　
1

臥

好
ま
し
い
人
間
関
係
づ
く
り
一

と
共
同
活
動
の
招
巡
　
一

6
新
し
い
道
徳
教
竹
の
在
り
方

　
の
周
知
徹
底

ち
政
冶
氾
識
の
品
揚
と
公
明
選

挙
の

実
践
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

を
籔
認
珊
竃
捲
舗
熟
羅
雛
鍵
ご

図
つ
て
、
－
1
1
年
団
活
動
を
盛
ん
最
終
第
三
日
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

婦
人
会
幹
部
　

に

し
よ
う
と
、
町
公
民
館
て
は
も
出
侃
し
て
・
　
　
　
一

7
1
会
環
境
術
牛
の
整
川
－
日
協
と
協
力
し
て
r
四
月
十
　
r
明
る
い
人
間
関
係
を
作
ろ
う

引
き
つ
づ
き
ふ
弓
活
改
曽
意
慾
の
昂
揚
と
実

　
　
　
　
　
　

践
活
励
の
拍
巡

　
　
一
千
人
一
弘
食
川
活
“
x
”
：
：
と
栄
査
知
品
の

　
白
」

10

地
戒
引
会
振
興
の
捌
血
力
と

　
な
I
N
？
　
’
－
：
少
年
の
育
成
強
化

◎
ス

ロ

ー
カ
ン

み
ん

な
の
自
主
性
に
よ
つ
て

　
　
集
団
を
生
か
し
ま
し
よ
う

▲
新
役
員

　
町

会
長
愛
甲
充

　
介
副
会
長
　
篠
原
み
つ
る

　
事
日
記
　
和
田
ち
え
子

　
会
副
　
川
辺
　
乙
己

大
根
占
校
区

　
会
　
五
　
坂
元
芳
美

　

副
会
長
　
前
田
花
子
　
裟

神
川
校
区

　
会
　
長
　
番
園
き
み

　
副
会
長
山
之
口
せ
つ
子

池
田
校
区

　
会
　
長
　
中
野
、
ミ
ネ

　
副
ム
ム
長
　
段
　
ミ
サ

宿
利
原
校
区

を
’

動
会

同活
部研修

　を
受開
品催申
　　し

　た
　　　　o

てりら八
” 三日
冷南日午
部大川後
iu11偶に一
修IU」わ”tt’

会校たか

協
幹
倍
か
ら
し
＋
一
垂

しレ

団
参
加

年

第
一
川
は
＝
標
を

青
　
「
白
勺
団
の
正
し

　
　
い
協
同
活
動
を
育

　

て

よ
う
」
に
摺
き

　

、

県
利
会
教
育
主

　
　
　
　
　
　

五

つ

　
　
　
　
　

話
し
あ

一等
は
添
田
久
美
子
ち
ゃ
ん
　
神
．
浜
二
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

を

主
祖

に
、
話
合
い
を
行
つ
た

　
と
v
に
庄
［
す
べ
き
話
合
い
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

の
問
題
点
と
し
て

　
　
　
　
σ
－
1
1
釘
団
が
推
進
力
と
な
つ
て

￥
は
各
部
　
部
落
払
興
組
織
の
充
実
、
整

　
　
　
　
　
備
に
あ
た
る
。

　
　
　
　

②
農
村
に
も
、
農
休
日
を
き
め

r
w
m
s
m
a
u
v
の
参
加
を
得
て
、

仔
’
　
　
　湯
増
産
活
動
の
振
興
・

事
の
講
話
を
聞
い
た
後
、

の
分
料
会
に
分
れ
て
、

い
を

行

つ
た
。

第
二
日
目
は
、
県
社
会
教
育
主

事
、
小
倉
求
人
氏
の
他
、
町
経

済
課
長
、
県
農
協
指
導
参
事
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

i

　
　
　
　
町
民
経
済
の
向
上
を
一

　
　
　
　

図
ろ
う
L
を
1
1
標
に

’

易
・
生
活
の
合
川
化
・
一

　

農
業
経
営
の
反
省
、
研
究
、

　

技
術
改
首
、
部
落
作
り
等
に

　

つ
い

て
、
話
し
合
い
研
究
す

　

る
と
共
に
、
保
健
と
レ
ク
リ

　

エ
　
”
’
シ
ヨ
ン
を
兼
ね
て
慰
安

　

の

日
と
し
た
い
o

③
農

業
振
興
グ
ル
ー
プ
を
作
つ

　

て
、
古
年
に
よ
つ
て
農
村
の

　

振
興

を
計
ら
う

④
農
協
活
動
を
盛
ん
に
し
て
’

　

農
村
の
自
主
的
繁
栄
を
図
る

句
農
村
の
家
庭
、
社
会
で
の
明

　

る
い
、
民
主
的
な
人
間
関
係

　

を

つ
く
り
、
農
業
の
機
械
化

　

を

図
つ
て
、
若
い
女
性
が
屯

　

ん

で
嫁
に
来
る
よ
う
な
農
村

　

を
築
き
た
い

｝等
で

あ
・
ま
し
な

※
な

た

ね
の

検
査
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

　

こ
と
し
は
、
　
「
な
た
ね
」
の

検
査
規
格
が
改
正
さ
れ
、
量
目

を
正
味
五
十
キ
ロ
（
今
ま
で
は

四

十
八
キ
ロ

）

に

統
1
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
乾
燥
、

調
整
に
充
分
注
意
し
て
出
荷
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

u
食
糧
事
務
所
u

　
　
　

※
配

給
店

変
更

の

　
　
　
　
　
届
出
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
米

の
配
給
店
を
変

　
　
　
第
十
一
回
赤
ち
や
ん
コ
ン
ク
ー
ル

　
五
月
万
日
、
こ
ど
も
の
日
」
　
二
等
　
山
ノ
ロ
　
原
口
t
＝
E
r
t
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

に
第
十
一
回
町
主
借
　
赤
ち
や
一
　
　
　
　
　
　
　
（
艮
栢
）

ん
コ

ソ

ク
ー
ル
［
の
人
，
形
式
が
〃
　
瀬
戸
川
谷
n
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盛
明
）

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

一

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
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副会
会

長長

笑黒
喜瀬
　ふ
ユみ
キえ

　
池
田
校
区
吉
年
団
（
団
長
安
一

水
澄
吉
君
）
は
、
団
員
の
結
束

と
団
活
動
の
振
興
を
図
る
目
的

で
、
町
研
修
会
に
引
き
つ
づ
き

五
月
三
日
午
前
十
時
か
ら
池
田

小
学
校
講
堂
て
、
全
団
員
1
1
1

o
名
が
集
ま
つ
て
一
日
研
修
会

を
行
つ
た
。

　

な
お
、
同
団
で
は
、
本
年
度

の
重

点
目
標
と
し
て
、
学
習
活

動
の
振
興
と
経
済
の
向
上
を
取

り
上
げ
、
生
活
と
結
び
つ
い
た

青
年
学
級
の
振
興
を
図
ろ
う
と

研
修
会
と
同
時
に
青
年
学
級
の

開
講
式
を
行
つ
た
。

け
て
い
る
。
学
級
か
は
じ
ま
つ

て

か
ら
、
僅
か
一
年
、
今
で
は

八
十
二
名
の
学
級
生
は
兄
弟
の

よ
う
に
、
そ
の
人
間
関
係
を
深

め
、
堅
く
結
び
合
つ
て
い
る
。

後
は
、
学
習
を
ど
の
よ
う
に
生

活
に
結
び
つ
け
、
実
践
活
動
に

　
生
か
す
か
が
、
今
後
の
課
題

で
あ
る
。
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高
ま
る
仲
間
意
識

盛
況
の
宿

r後
進
校
区
の
汚
名
を
返
上
す

る
に
は
、
ま
ず
吾
々
青
年
が
学

習
す
る
こ
と
だ
」
と
宿
利
原
校

区
青
年
学
級
が
開
講
し
た
の
は

昨
年
七
月
、
毎
年
龍
頭
蛇
尾
に

終

つ
た

青
年
学
級
運
営
を
き
び

し
く
自
己
反
省
し
て
、
六
一
名

で
発
足
し
た
。

　
そ
の
後
、
学
習
意
慾
と
仲
間

意
識
の
高
ま
り
に
つ
れ
て
、
学

級
は
日
ご
と
に
盛
ん
に
な
り
、

受
講
者
は
末
広
が
り
に
増
加
し

て

九
十
二
名
に
も
達
す
る
と
云

う
盛
況
ぶ
り
を
呈
し
た
o

　
去

る
二
月
来
町
さ
れ
た
県
社

　
　
　
利

原
青
年
学
級

会
教
育
課
の
城
之
下
公
民
教
育

係
長
も
「
青
年
が
こ
の
調
子
な

ら
、
宿
利
原
校
区
の
発
展
は
間

違
い
な
し
」
と
推
賞
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
現
在
青
年
学
級
は
八
十
二
名

相
変
ら
ず
、
が
つ
ち
り
ス
ク
ラ

ム

を
組
ん
で
，
主
事
の
百
枝
先

生

と
団
の
幹
部
を
中
心
に
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と
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ら
、
五
月
二
十
五
日

ま
で
に
経
済
課
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

1
、
配
給
店
に
代
金
の
未
払
が
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き
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通
帳
と

　
印
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人
（
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都
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